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研 究 内 容 ⃝予測的姿勢調節の後天的再学習方法の考案に関する研究
　予測的姿勢調節（APAs）とは、運動直前に見られる姿勢の準備
活動のことであり、安定かつ円滑な動作の達成に重要な役割を担
う。しかし、高齢者やパーキンソン病等の神経筋疾患では、APAs
が低下し、動作のふらつきや転倒の原因となる。ゆえに、APAsの
再学習方法の確立が喫緊の課題である。これまで動作の反復練習が
その動作のAPAsを高めることが示されているが、異なる動作への
効果は低いことが問題視されている。当研究室では、加齢や発達に
伴うAPAsの変化の特性を解明し（論文1, 2, 3）、新たなAPAs再
学習方法の考案に取り組んでいる。

⃝乳幼児期から学童期の姿勢・運動制御の発達特性の解明
　昨今、ふらつく、転ぶといった運動が不器用な子どもの増加が問
題視されている。運動の発達は、日々の運動の積み重ねによりなさ
れていくことから、不適切な姿勢制御・運動制御を早期に発見し、
適切な運動を学習する機会を提供することが重要である。乳幼児期
の運動発達の特性を明らかにするため、三次元動作解析システムを
始めとする精密機器を用いた分析に加え（論文4, 5）、ビデオカメ
ラ映像からAIを用いて動作を解析する手法も駆使し、縦断的に小児
期の運動発達の特性の解明に取り組んでいる。
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